　　　　ガールズホーム運営報告書　

２００８年５月～２００８年１２月　下半期
今年（２００８年）の４月に時点では、寮母１名、副寮母１名、ケアテイカー１名、料理長１名、副料理人１名の計５名で１７名の子供達の世話をしておりました。そして１２月現在スタッフは、寮母１名、副寮母１名、ケアテイカー１名、農作業員１名、料理長１名、副料理人１名、庶務係１名の計７名となっております。人数か殖えた分人件費もかさみますが、その分子供達への世話と生活環境、そして施設内外の環境も良くなっているので、決して無駄ではないと思いわれます。また無駄にならないようスタッフ全員で力を合わしてもっともっと良くしていきたいと考えております。

５月
今月は仏陀の生誕・成道・涅槃を祝う月となりました。スリランカの仏教徒にとってとても大事な月でした。ここガールズホームの子供達も全員仏教徒なので様々なイベントを行ないました。

１９日と２０日の両日は、スリランカ全土のあちこちで行なわれるダーネ（５月と６月の満月の日前後に道行く人々に食事を振舞う習慣があります、昔、徒歩で聖地を目指した人々に、道沿いにある家がその労をねぎらって食事を振舞っていた名残です）の場所から招待を受けたので、計４箇所のダーネに行きご馳走になりました。

　１９日の夜のダンサラは、オープニングの食事に招待されていたので、みんなで行きました。２０日夜のダーネは、招待を受けた先が夕飯の時間前に終わってしまうというハプニングがあり、夕飯を食べれなくなってしまったので、子供達が７時ごろあらわれました。そこで急遽、ここスプートニクでご飯を準備して食べてもらいました。食べ終わったのが９時半過ぎになってしまったので、小さい子は眠そうでした。

　また「ｉ-ｔｏ-ｉ」のボランティアメンバーとはいい関係を築き上げていて、いつも笑いの絶えない日常になっています。９日にはスタッフ会議が行なわれ、今までの反省点と今後の方針が話しあわれました。

今月はディルニが誕生日を迎えました。１９８４年５月３１日生まれのスポーツ万能な子です。細身ですが芯はしっかりした子です。上から２番目と言う事で、上手にサポート役に徹していて、みんなをまとめあげています。

６月
　６月はスリランカに仏教が伝わった月。多くの仏教徒は聖地アヌラーダプラへ行き、仏陀が悟りを開いた菩提樹の分け木である菩提樹の元で祈りを捧げたり、仏教伝来の地ミヒンタレーへ行き祈りを捧げたりします。ご存知のようにスリランカは上座部仏教ですから、現世の幸せではなく来世も人として生まれてくることが出来るように祈ります。

　７日から前の道路の舗装が始まりました。ガールズホームの前の道路を前後に約５００メートルづつくらいの計１キロ強の舗装工事。この舗装工事、端から順番にしていくのではなく、途中から初めて、１０～２０メートル舗装しては４，５０メートルおき、また１０～２０メートル舗装、という、なんとも不思議な舗装の仕方をしているので、全面完成までの間、車は通れない、スリーウィラー（３輪タクシー）も通れない、歩くのにも不便、と言う事態に陥りました。ですから、子供達が病気をした時や怪我をした時、すぐに病院へいけなければならない時、寮母さんが背負って行くか、または自分で歩いて大きな通りまで行かなければならないのでとても不便でした。結局、全部は未完成のまま、３箇所だけ工事しただけで終了してしまいました。

１日遅れでチャーパ（１９９７年６月１２日生まれの１１歳）の誕生日を祝いました。このチャーパ、難しい事があるとすぐに「できな～～い」と言って、あきらめてしまう事が多い子で、絵本「プルワン」（ガールズホーム建設時に出資出版という形で建設費を募り、英冶出版より出された絵本です。）の出来ないほうのプルワンのようで、ここにプルワンがいた事に今まで気がつきませんでした。

子供と言うのは、ちょっとしたこ事がきっかけで、自身を持つようになり、それがきっかけで、いい方向に変わる事があるので、寮母さんたちと話し合いを持ちながら、それを一緒に見つけてあげたいと考えいています。

毎月行く尼僧さんがいるお寺で１８日ポヤデーにお祈りに行きました。この時「i-to-i」と言うNGO団体から、ガールズホームのサポートに来ているメンバー２人も一緒に行きました。ここスリランカは菩提樹信仰が盛んなので、菩提樹に祈りを捧げる儀式が盛んに行われます。このお寺でも大事にされています。

７月
今月はスリランカで一番有名なお祭り「ぺラヘラ祭り」の開始の月。今月の満月から来月の満月までの４週間各地で色々な「ぺラヘラ祭り」が行なわれます。このぺラへラは“行列”と言う意味で、長い列を作ってみなで色々な踊りや演奏をしながら町中を練り歩くといったものです。これは乾季のこの時期、雨乞いの儀式としてキャンデで始まったのが起源とされています。そのキャンディは来月６日から１７日までです。

子供達の食器類は揃っていましたが、お客様用の食器がなかったのでそれらを購入しました。そして早速「i-to-i」のアジア統括部長がいらしたので、その時に使いました。それ以来訪れるお客様増えたような気が致します。

２３日

「i-to-i」ボランティアの方より寄付をいただき、ベンチ、ブランコ、ジャングルジム購入。早速来たブランコで一生懸命遊ぶ子供達の姿は、とても微笑ましいものがありました。

そして今月、ガールズホームでは縄跳びが流行っていました。毎日、昼飯を食べた後は、時間が空けば跳んでいる子供が大勢いました。スリランカでは日本のように体育が充実していませんので、縄跳びも体育の種目には入っていません。

８月
今月は夏休みに入ったと言う事もあり親元へ帰る子供が多くいました。１７名中９名が親元へ。親元へ一時里帰りさせるのにすんなり行かな場合もあります。親御さんが引き取りに来れば何の問題もないのですが、子供のお姉さんの結婚相手などが引き取りに来る場合もあり、そようなときには問題がありますので、引き渡すわけには行かず、きちんと親が引き取りに来るまで預けないようにしています。スリランカに限らず邪悪な大人たちの犠牲になるのはいつも子供達ですので慎重にならざるおえません。管轄の役人から「何故身内なのに預けないんだ」という事を言われますが、子供達を思えばこその事なので、説明して理解してもらってます

ここに子供を預けている親の多くは、経済的に苦しいということで一時的に預けている場合が多く、親をはじめ親戚一同が自分達の生活を経済的に安定させまた一緒に生活できるように頑張っています。でも実際問題そうなる事は少なく、高校卒業までガールズホームで生活することが多いです。

今月は日本人の方々が多く訪問されたので、子供達は一緒に寝食を共にする機会があり、子供達も日本人の方々もとても楽しそうでした。覚えた日本語をだんだん使ってくれるようになったので（とはいえ挨拶だけですが）、嬉しい事です。

５日、ご夫婦でいらっしゃった橋場さんのご主人が料理人なので、ガールズホームで日本食を作ってくださいました。てんぷら、カツ丼などの案がありましたが、仏教文化を考えて親子丼を作る事になさいました。子供達は菜食主義者ではありませんが、スリランカの女の子の多くは牛肉や豚肉を食べません。

２２日、子供達７人とスタッフは近くで行なわれたサーカスへ。サーカスを初めてみる子供ばかりだったのでみんなそれはそれはとても喜んでくれました。

２５日、始業式１０日前、９名中８名が戻ってきました。一挙にガールズホームは賑やかに。最後の一人は２９日戻ってきました。

２６日、ガールズホームを管轄する部署から連絡があり、新たに２人を入れるという報告を受けました。結局今月は現れず、９月１日に「ニメーシャ」１２歳。学校に通っていなかったのか、通わせてもらえなかったのか定かではありませんが、そのために、いやな事、自分に都合が悪い事があるとすぐに「出来な～～い」と言ってしまているとか。少しでも自立、そして積極性を引き出してあげたいものです。もう一人は９月５日に来た「ウダーリ」６歳。こちらはしっかりしていて、物事の分別もきちんとできる子ででした。
２７日、子供達１６名とスタッフ、そして「i-to-i」メンバー２人と一緒にクルネーガラの観光名所となっているエレフャントロックへ。ここからはクルネーガラの全貌が見渡せる絶好のビューポイントです。

３０日、子供達に部活をさせるため、ここ交流会館で週一回卓球教室を行なう事にしました。し小学生は毎週１時から２時まで。中学生は２つのグループに分けて（年少組、年長組）隔週で２時半から３時半まで行なう事に。普段は自由に体を動かして遊んでいる子供達。どうなりますか、楽しみです。

９月
　先月下旬に子供達が戻ってきて、再び賑やかさを増したガールズホーム。今月から新たに一人スタッフを雇いました。その方の仕事は畑作り。今はトイレ裏のわずかなスペースを耕しただけですが、将来的にはこの敷地内の大半を畑にする予定です。そして低農薬、有機栽培を目指したいと思っております。これで食費の節約になり、さらには子供達の健康面でもプラスになるので、頑張って耕し欲しいです。

　１８日に新たに子供が一人来ました。名前はギランガ、５歳。この子供達の中では最年少です。来年小学校に入学です。

今月から守衛が寝泊りするための家の建設が始まりました。周辺に徐々に認知されてきたお陰で人の出入りも多くなったので、セキュリティー問題が出てくる前に、手を打たなければいけない、という事で現在守衛さんを募集中です。来月中には完成予定です。

４日、学校開始。元気にみんなで登校しました。そしてその日の午後は恒例の卓球教室。年少組みの子供達５人は楽しそうにしていました。

１６日、街中にある男子校のボーイスカウトたちによる清掃活動が行なわれました。裏庭の洗濯物干し場、台所横の庭、などなど、総勢４０名近くが参加して朝９時から夕方５時まで１日奉仕活動をしてくれました。最後は親御さんと一緒にみんなで集合写真を撮りました。

１０月
今月１４日に日本人の方々によるゴスペルコンサートをなさってくださる事が決定し、その時に子供達が踊りを披露する事が決まり、先月下旬から踊りの練習が始まりました。先生はシャ－ニカ（最年長者）の数学の先生と、その親戚の方。１週間前前からは毎日毎日下校後にご飯を食べた後の３時ごろから６時まで練習しました。そして前日の１３日には、夕方４時ごろから夜８時まで、みんなで通しリハーサルをしました。でもその夜、スリーウィラーの運転手に迎えに来るようにいうのを忘れてしまい、みんなロビーで１時間遊んだり、休んだりしていました。そしてみんながガールズホームへ帰ったのは夜９時半過ぎになってしまいました。小さい子達は最後、眠そうにして、本当に眠ってしまった子もいました。

でもその猛特訓の成果もあり、１４日の本番当日には、素晴らしい踊りを披露してくれました。

１２日、アヌラーダの６歳の誕生日。アヌラーダの将来の夢を聞いたら、答えはなんと“お父さん”でした。お母さんがいないのでお父さんに育てられたので、このような夢を持ったのでしょう。妙に納得してしまいましたが。夢を実現する事は出来ないけど、素敵なお母さんになってほしいものです。

　

１４日、この日コンサートを行なってくださった６名の皆様が夕方ガールズホームへいらっしゃいました。子供達とちょっとだけ遊んで夕食にする予定でしたが、女性の方々が子供達との遊びに夢中になり、１時間以上も遊んでました。一番人気は糸電話でした。みんな楽しそうに話していました。

２７日、ダンブッラ旅行。休日の月曜日にスタッフの子供達も参加して、みんなでダンブッラへいきました。カメラの充電が不十分だったため、写真を３枚しか取れませんでした。楽しかったと言っていました。

３１日、踊りの披露。孤児院を管轄する部署から、いつもお世話になっているスタッフと副所長がいらっしゃって、子供達の踊りをご覧になりました。今回は踊りだけでなく、英語のスピーチやシンハラ語のスピーチなども披露しました。踊りに関しては子供達は２回目だったのでだいぶ上手になっていました。

１１月
今月16日、1年４ヶ月にわたり、我々ともに立ち上げから頑張ってくれた寮母、スワワルナタラーさんが退職した。家庭の事情とはいえここまで頑張ってくれた人が居なくなるのは寂しい思いがします。

送別会の時、その寂しさを感じてか、年長者の子供ほど大粒の涙を流して泣いていました。長い子では１０ヶ月、寝食をともにしてきて親子も当然なわけですから、その気持ちは痛いほわかります。その反面、小さい子達は無邪気な笑顔を見せていて、まだ別れの意味がわからなかったのかも知れません。

何にせよ、また新しい寮母（実質副寮母）を募集しなければいけないので、その間の子供達の世話は、副寮母さん（現在は寮母さんに）の肩に重くのしかかるので、その重さを半減させるために、こちら教育学院の女性スタッフが、新しいスタッフが決まるまで持ち回りで泊まる事にしました。それは１２月も続いています。早くいい人が来てくれるといいのですが、、、、。

７日、ディヌーシャ７歳の誕生日。はじめなかなか笑わないデイヌーシャに、みんな笑うように冗談で言っていたら、泣いてしまったディヌーシャ。でもその後のとても素敵な笑顔がとてもよかったです。

１０日、３日から滞在している「i-to-i」ボランティア３名が、ガールズホームの入り口通路に素敵な絵を描き始めました。その後から来るボランティアも壁画に参加して、今現在ではダイニングルームにもその絵が描かれています。

１２日、ナディーシャ８歳の誕生日。みんなでお祝いしました。

１４日、イレーシャ１３歳の誕生日。妹と一週間違い。こちらもみんなでお祝いしました。まとめ役らしく、みんなからたくさんのプレゼントをもらっていました。

１６日、寮母スワルナタナーの送別会。今回私が不在だったので、もう一人の責任者にお任せしました。去年の８月から１５ヶ月間、我々とともに頑張ってくれたスワルナタラーに感謝したいと思います。

１７日、入り口の通路に描かれた絵、今度はダイニングルームの中にも描き始めました。色とりどりのフルーツが色鮮やかに踊っています。

下旬には２階のシャワールームそして正門横の守衛部屋が完成しました。シャワールームは、病気や風邪などをひいた子供がすぐにお湯を使えることが出来るようになったので、今後の健康管理面で大いにプラスになります。守衛部屋に関しては、人の出入りが多くなるにつれてセキュリテーが心配になっていたので、今後は不安材料が減ると思われます。現在守衛さんを募集しております。

１２月
今月スリランカの小、中、高校は日本で言うところの冬休みでした。スリランカには冬はないので、年末年始休みといったところでしょうか。

この時期スリランカでは高校受験が行なわれます。最年長者のシャーニカは、４日に中学卒業の書類、高校受験へのサインなどを行ない、翌週から高校受験に臨みました。全部で１０科目、数学が苦手らしいいのでちょっと心配です。さてさて結果は？

そのシャーニカ１３日に誕生日を迎えました。最年長者ということで、年下の面倒を見ながらも自分の勉強もしなければ行けなかったのでプレッシャーがかかることが多かったですが、それをおくびにも見せずなかなか面倒見のいいお姉さんになってきている感じがします。来年からはこいよいよ高校生。今後の自分の進路を決めなければならない時期に入ってくるので、色々大変ですが、これからもみんなを引っ張っていてもらいたいです。ムリせずマイペースで。

１８日、定例会議。子供たちの親がここガールズホームに集合し、自分達の現在の経済状況や今後の見通しなどを言い、こちらからは子供達の近況報告などを言い、色々な話し合いを行いました。そしてこの日、多くの子供達は親と一緒に帰って行きました。残ったのは６人だけ。一気に静かになったガールズホームでした。

２０日、一足早いクリスマスプレゼントを、日本よりいらした石崎さんが扮したサンタクロースから頂きました。はじめてみるサンタクロースに子供達は大喜びでした。そして千羽鶴も頂きました。これは、石崎さんが以前勤めていた会社の皆様方が寝る間も惜しんで作ってくださったもの。千羽お作りなったそうです。感謝いたします。この平和の願いがスリランカ全土に伝わればいいのですが。悲しい事に今でも北部では毎日負傷者が出ていて、罪のない人たちが戦争の犠牲になり亡くなっています。

２９日、ここに残っていた５人の子供と、スプートニクの女性スタッフ４名でキャンデイとペーラデ二ヤ植物園へ。親がなく家に帰る事が出来なかった子供たちにとって、素敵な思いで深い旅行となったことでしょう。

　

今年はこの５人と、ケアテイカーのアンクル（おじさんの総称）、料理番のロクアーチ（年上のおばさんの総称）とプンチアーチ（年下のおばさんの総称）の８人で年を越しました。副寮母はもう２週間以上も風邪を引いていたので、ゆっくり過ごすため、この年末年始は実家に帰って養生しています。早くよくなるといいのですが。

今年も国内外の多くの日本人の皆様のご支援、ご協力のお陰で、無事運営をする事が出きました。そして、子供達も大きな病気やゲガなどなく、無事に過ごす事が出来ました。感謝致します。

来年も子供達の健康を第一に考え、健やかに過ごせる１年間にしたいと考えております。そのためには我々は努力を惜しみません。子供達を精一杯サポートしていきたいと思っておりますので、皆様から子供達へのご支援、ご協力何卒宜しくお願い致します。

そしてぜひ足を運んでください。子供達の笑顔に、純真さに触れてみてください。

大人になって忘れてしまった子供のときの純粋な気持ちを思い出せるかもしれません。いやきっと思い出せるはずです。

皆様、今後も末永くスプートニク　ガールズホームを宜しくお願い致します。

スプートニク　インターナショナル　スリランカ　スタッフ一同　
　　　

